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現代の学校は,様々な社会の課題を反映し,多様 あると考えられ始め,教育相談体制 (中田 ･中野, 
wo
1.研究に至る経緯と目的 学校現場において教育相談が,生徒理解に重要で
Key ingh l lcoocounses:教育相談,教育相談係 (担当者),s , 
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岡山 ･広島 ･兵庫県内の中学校 240校を対象に, 
2004年10月初旬に,質問紙 1部を送付 した｡教育
相談担当者に回答を依頼し,締め切りを約 3週間後








































































































































































































また,全体の約 5%程度の教育相談担当者にとっ った｡特に ｢教育相談担当者｣としての活動が行わ











































業務の実際 -htt www血 k 



















に広がったもの,そしてより広範囲な ｢包括的教育 栗原慎二 002
4 新しい学校教育相談の在り方と進
相談｣に至るものまでいくつかの程度に分けられる｡ め万一教育相談係の役割と活動 ほんの森出版









































6 学校教育相談学ハンい｡実際には全ての生徒に関わる必要を認識しなが 日本学校教育相談学会 
ら,現状においてそれができないというジレンマを ドブック
























































西山 久子 ･淵上 克義







だもの 月刊生徒指導 4月号, 50-53

嶋崎政男 1999 教育相談基礎の基礎 教育相談の
あゆみ 月刊生徒指導 5月号, 32-35


































徒からどのようなこと&徒を心理面で援助するo■ 教師や保護者や生i トや,③自己主娘の下手な生徒の スキルをあげることを.,19 生徒の生活指導,は道徳 と同じで あ不らゆる教教 育育活動の中で全てにおいて行われるべきものであると思う○導, 学習指進路指導の他に,登校指導等に役立てたⅢ 生徒の学校生活の向上のため  C 生徒のより良い生活のため 
.学校が行える範囲で相対
21.生徒の人格を尊重し,よりよい 活動を行うo
























Ⅴ 軟膏相談係の  
専門的な知識がない中で相談活動を行う
38.学校教育相談は,きちんと ことが多くなった｡経験のみで相談を受け
















る｡また,市の職員として,不登校生徒へ とり,生徒を継 との連携･調整,｢心の教室相談員｣ 
難である｡現状であれば専門機 の取り組みを行う職員が配置されている｡ 続的にサポー (別室登校生徒の担当)との連絡･に関する情報提供  関とのパイプ役が上限と思う｡  不登校以外の相談活動に困難を感じている｡ トする｡ 調整が主となる｡
